
　私たちのNPO法人は、1972（昭和47）
年に結成された「京都消費者団体連絡
協議会」を前身として、2003（平成15）
年に「消費者保護」と「環境保全」の
二つの領域で活動するNPOとして認証
されました。NPO法人として「環境保全」
の活動をはじめたとき、最初に取り組
んだテーマの一つが「家庭から出るやっ
かいなごみ」ということでした（図１）。
　私たちの調査はまったく手探りでは
じめたのですが、消費者・市民を対象
にアンケートをするなど、１年ほどか
けてたどりついたのが表１でした。こ
こにあげられた「やっかいなごみ」は
どうしたら適正に処理されるのだろう
かということから活動を始めたわけで
す。
　当時、このような問題についての調
査・研究は、環境省が全国の自治体に
おいて「受け入れない」としている廃
棄物の実態アンケート（2001（平成13）
年12月）などの調査1）をもとにした検
討、京都大学環境保全センターの「家
庭系潜在廃棄物調査」（2000（平成12）

年10月―12月）などの調査･研究 2）、東
京都の四阿秀雄氏らの調査・研究 3）な
どがあったのですが、一般的にはあま
り知られていませんでしたので、私た
ちも後からこれらの情報を手にしたよ
うなことでした。
　これらの調査・研究が示しているこ
とは、欧米においては「家庭系有害廃
棄物」（Household Hazardous Waste＝
HHW）はごみ収集・リサイクル事業の
一環として取り組みが行われていると
いうことでした。私のささやかなヨー
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　家庭から出るごみの中にとてもやっかいなものがいろいろあります。あなたもきっ
と経験されたことがあると思いますが、園芸用の農薬の残り、化粧品のびん、医薬品
の使い残し、まだ中身が残っているスプレー缶、水銀体温計、割れた蛍光管、昨年の
灯油の残り・・・。これらのものをどうしてごみに出したらいいのか、結構むつかし
いですね。
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ローッパのごみ事情調査での見聞体験
でも「有害・危険ごみ」の回収に力を
入れている事例を見聞することができ
ました。
　それに比べてわが国においては、こ
の問題については取り組みがほとんど
始まっておらず、多くの消費者・市民
がごみとして出しにくい、自治体も引
き取ってくれない、したがって「家庭
で眠っているごみ」が多数あるのが実
態だったのだと思います。
　私たちが「家庭から出るやっかいな
ごみ」について活動を始めたときの問
題意識は化学物質による環境汚染とい
うところにありましたので、農薬や薬
品類、ペンキの残りなど「有害な物質
を含むもの」の適正処理システムが必
要なのではないかということでした
が、実際に消費者・市民のアンケー
トで出された声が大きかったのはスプ
レー缶の問題でした。この問題は、ス
プレー缶が原因と考えられるパッカー
車の爆発炎上事故が相次いでいまし
たので、全国の自治体でも対策が求め
られていたものでした。私たちもスプ
レー缶の分別回収に取り組んでいる自
治体の見学や業界団体との意見交換な
どを行いました。

　私たちは、この問題を手はじめに、
蛍光管など「家庭から出るやっかいな
ごみ」の回収・適正処理システム作り
を目指してきたというわけです。

　それから10年以上が経過しました。
　この間に、ごみ問題についての消費
者・市民の意識はとても高まったといえ
ます。他方では、国の各種リサイクル法
制度も充実しました。それをうけて、多
くの自治体において分別・リサイクルの
取り組みも進んできたといえます。
　しかし、当然ながら自治体の分別・
リサイクルで手がつけられやすかった
のは、缶、ビン、ペットボトルなどで
した。すなわち、「一般ごみ」の中から
資源化しやすいものを分別回収してい
くということでした。プラ容器包装ご
みの分別も行われましたが、容器包装
リサイクル法の対象外のプラスチック
類についてはとり残されることになっ
た自治体が少なくないのではないで
しょうか。いままで「プラスチックご
み」という分別項目があったところで、
「プラ容器包装材」だけが分別されるよ
うになり、それ以外のプラスチックご
みの行き場がなくなり、一般ごみとし

2 10年経ったいま
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て焼却処理されることになった自治体
の例もあるようです。
　「有害・危険ごみ」の適正処理に意欲
的に取り組む自治体は多くありません
でした。結果として多くの自治体のご
み回収・リサイクル事業のなかで「家
庭から出るやっかいなごみ」の回収・
適正処理の課題はまだまだ残されてい
るのではないでしょうか。
　京都市の場合を例にして考えます。
　京都市では、この間、家庭ごみ袋有
料指定制が採用されました（2006（平成
18）年10月）。これと前後して、分別・
リサイクルの取り組みが一段階すすんだ
といえます。「ごみ減量・分別ハンドブッ
ク」（2011（平成23）年３月発行）4）な
どでその考え方をまとめて表現してい
ます。くわしくは京都市のホームペー
ジでご覧いただくことができますの
で、直接、この「ハンドブック」を見

ていただきたいのですが、この中の「ご
み分別辞典」として消費者・市民が「出
したいごみ」ごとにその出し方が五十
音順に示されています。例えば、表２
をご覧ください。
　このような「ごみの出し方」は「有害・
危険ごみ」ということにこだわったと
き、これでいいのかな、こうしか仕方
がないのかな、といった気になること
があるのですが、京都市としても販売
者責任、拡大生産者責任を求めるとい
う立場がありましたので、このあたり
が当時としてはせいいっぱいのところ
だったのでしょう。これでも他の自治
体の取り組み状況からみて特に見劣り
がするわけではありませんでした。
　他方で、「これらは京都市では収集で
きません」として
■有害物質を含むもの　小型充電電
池、ボタン電池、自動車バッテリー、

表２　家庭から出るやっかいなごみの出し方　京都市「ごみ分別辞典」から4）

注）「燃やす」は「もやすごみ収集」。「缶等」は「缶、びん、ペットボトル収集」。「プラ」は「プラスチック製の容器
と包装分別収集」。「蛍拠」は「蛍光管拠点回収」。「禁止」は「京都市では収集できないもの」。「大型」は「大型ごみ」

品目 区分 出し方のポイント
薬（服用する必要がなく
なり余った場合） 燃やす 農薬・劇物は販売店に相談

薬の容器（液体びん） 缶等 中をすすぐ。農薬・劇物のびんは「燃やす」で、
中が入っている場合は販売店に相談

薬の容器（錠剤・粉） 缶等 プラ
中をすすぐ。びんは「缶等」。プラ製のものは「プ
ラ」。農薬・劇物のびんは「燃やす」で、中が入っ
ている場合は販売店に相談

蛍光管 蛍拠
割れた物など、拠点に返却できないものは厚紙等
に包んで袋の中央に入れ、危険のないように「燃
やす」で出す

劇物（劇薬） 禁止 販売店に相談
化粧品のびん 缶等 中をすすぐ
化粧品の容器（プラ製） プラ 中をすすぐ。汚れが取れない場合は「燃やす」

血圧計 燃やす 大型 片手で持てる程度でごみ袋が縛れる状態なら「燃
やす」。それ以外は「大型」

体温計（水銀） 燃やす 厚紙等に包んで袋の中央に入れ、危険のないよう
に出す
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劇薬・毒物などの薬品類、農薬（園
芸用など）
■収集や処理に危険を及ぼすおそれの
あるもの　石油類、塗料・溶剤、ガ
スボンベ
■体積や重量が著しく大きいもの　自動
車、タイヤ、大型モーター、ピアノ
などがあげられています。
　このように、家庭から出るごみの中
には自治体としても取り扱いに困り、
「収集できないごみ」「適正処理困難物」
とされるものがいろいろあり、なかな
か問題解決にすすんでいないのが現状
なのです。
　今回の特集になっている「化粧品・
医薬品」に関しても、表２で説明され
ていますが、現場での取り扱いはなか
なかむつかしいのが実態です。そのよ
うなことから、京都市では、その後の
実情もふまえて、多くの「化粧品のび
ん」「医薬品のびん」は「缶、びん、ペッ
トボトル収集」の対象にしてリサイク
ルを推進するようにしていますが、そ
れでも「化粧品のびん」のうちピンク
や緑など目につきやすい色がついたも
のはリサイクルしにくいことから「燃
やすごみ」として取り扱うようにして
いるとのことです。「燃やさないごみ」
の分別区分がある自治体であれば、食
品以外のびんは「燃やさないごみ」で
取り扱う場合が多いのかと思われます
が、京都市の場合、「燃やさないごみ」
という分別区分がないため、このよう
な取り扱いになっているものと思われ
ます。どちらがいいと簡単にはいいが
たいもので、問題のむつかしさを感じ

させられます。

　京都市では、「ごみの半減化プラン」
（2010（平成22）年３月）にもとづき受
け入れごみ量をピーク時の82万トンか
ら39万トンに削減するという目標のも
とに取り組みのレベルをさらに引き上
げてきました。
　すなわち、ごみ減量のための取り組
みがすすむなかで、京都市の受け入れ
ごみ量は50万トンを下回るところまで
削減されてきましたが、そこで「下げ
止まり」になってきたのです。そこで、
ごみ減量のための追加的な取り組みが
いくつも準備されてきました。
　この中で「有害・危険ごみ」につい
ての回収方法が検討され、これまでの
ごみ回収・リサイクルの方法に追加し
て、「有害・危険ごみの移動式資源回収」
の取り組みが実施されるようになりま
した。
　この方法を採用するにあたっては、
「有害・危険ごみに関する市民アンケー
ト」（2009（平成21）年１月から２月に
実施）の結果等5）をもとに検討が進め
られ、2011（平成23）年度の実験を経て、
2012（平成24）年度から本格的に実施
されるようになりました。
　具体的には、従来から拠点回収の対
象になっていた品目に加え、石油類、
医薬品・農薬、化学薬品・塗料・ワッ
クス・絵の具、洗浄剤、中身の入った
カセットボンベ・スプレー缶、せん定
枝、食器などを新たに回収品目に指定
し、合計23品目について、小学校や

3 「有害・危険ごみの移動式資源回収」の経験
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公園を利用し、日を決めて回収窓口を
設けるというものでした。取り組み結
果は、2013（平成25）年度のデータで
いうと（48地区×２回）実施し、合計
78,578㎏の有害・危険ごみが回収され
たということです（表３）6）。また、来
場者も１万人近くに達しました。いま
まで「家庭で眠っていたごみ」がやっ
と出せる、それもワンストップで出せ
るというわけですから、その評判もよ
く、「また持参したい」という声が多
数よせられたとのことです（写真1）。
　この方法は、京都市としてみれば、

従来の回収方式に新しい方式を追加
し、二重の回収方法をとるわけですか
ら、それだけコストがかかるわけです。
しかし、他方で、直接市民と対話して、
一人ひとりに啓発する数少ないチャン
スになると評価できることから、ひき
つづきこの事業を発展させたいと表明
されています。
　「家庭から出るやっかいなごみ」に関
わってきた私たちも、このような取り組
みについては、従来からやってほしかっ
たものであり、これからさらに市民参加
を強め、定着できればと思います。

表３　京都市における「有害・危険ごみの移動式資源回収」の実績（Ｋｇ）

回収品目 ２０１２年度
（３４地区×２）

２０１３年度
（４８地区×２）

１１　石油類 ３，５５８ ６，７０９
１２　医薬品・農薬 １，３８２ １，１００
１３　化学薬品・塗料・ワックス・絵の具 ２，９７３ ５，０５５
１４　洗浄剤 　　９４９ １，９８７
１５　中身の入ったカセットボンベ・スプレー缶 ３，４３８ ４，９７２
１６　せん定枝 ４，３６１ ４，５００
１７　食器 ８，８０２ ７，９１１
１８　てんぷら油 １，０８９ １，４５８
１９　蛍光管 ８８４ １，７２１
１０　乾電池 １，９３７ ２，３０７
１１　リユースびん １，１２３ １，４９９
１２　紙パック 　　　９０ 　　１６８
１３　古紙類 ６，７５２ ７，０７３
１４　雑がみ １，４６２ 　　８９０
１５　古着類 １３，３５０ １７，１１０
１６　ボタン電池 　　８ 　　　　７
１７　充電式電池 　　　７１ 　　１３４
１８　小型家電 １，８９１ ４，７１７
１９　記憶媒体類 ５，５８８ ８，２７４
２０　刃物類 ２５２ 　　４７８
２１　インクカートリッジ 　　　６２ 　　１７０
２２　水銀体温計、水銀血圧計 　　　２０ 　　　４２
２３　使い捨てライター 　　１７９ 　　２９５
総合計 ６０，２２１ ７８，５７８
来場者数（人） 　５，７８９ 　９，８９８
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　もちろん、このような京都市の取り
組みは他の自治体ではなかなかできな
いことかもしれません。しかし、「有
害・危険ごみ」対策をまじめに考えた
時、必要な取り組みだといえると思い
ます。ぜひ、一つのモデルとしてご検
討いただきたいものです。

　「家庭から出るやっかいなごみ」の問
題解決のためには、わが国の廃棄物処理
行政のなかで、「有害・危険ごみ」など
「家庭系有害廃棄物」についての位置づ
けを明確にし、だれがどのように処理
すべきなのか、その際、コストはだれ
が負担するのかということまではっき
りすることが必要なのでしょう。
　わが国の廃棄物行政では、ごみの回
収・リサイクル事業は市町村によって
行われていますので、全国一律のシス
テムを想定することはできませんが、
「家庭系有害廃棄物」の収集処理システ
ムとしては、対象とするごみの種類に
即して、
 ① 再資源化できるものは資源回収の視
点から考える

 ② 環境汚染につながる有毒性の高いも
のについては化学物質の総合的な管
理という立場で考える

ことが求められることでしょう。そして、
それをすすめるにあたっては、繰り返し
になりますが、やはり国が明確な方向付
けを行い、市町村をリードすることが不
可欠なことです。
　このほど、「水銀に関する水俣条約」
が採択され、現在、国内対策が検討され
ていますが、国が方向を明確に示すなら
ば、水銀含有廃棄物に関する回収・適正
処理のためのシステムづくりの機運が高
まり、各市町村でも検討がすすむものと
思います。
　同様に、「家庭から出るやっかいなご
み」の回収・処理のためには、国段階
で「家庭系有害廃棄物」全般について
の検討がすすめられることがどうして
も必要なのです。
　問題解決の方向が明確になる日が早く
来ることを強く願うものです。

写真 1 京都市移動拠点回収の様子
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